
２０２４年度 ＪＫＡ補助事業（競輪）による整備機器の紹介 

   

１ 補助事業の概要 

広島市工業技術センターは広島市域における中小企業の技術力の高度化、研究開発力の強化を通じて新

たな事業展開を行うため、中小企業では整備困難な機器を導入して、技術支援を行っています。本事業で

工業技術センターの機能強化を図るため、公益財団法人JKAの補助により、「疲労試験機」を更新しまし

た。企業の材料・製品開発や、品質評価等にご活用ください。 

 

２ 予想される事業実施効果 

  このたびの機器更新により、負荷方向が2軸での試験が可能となりました。 

  近年では、金属プレスにおける金型の動きを再現する試験や、自動車の実走行時を想定した部品のリグ

試験など、より正確な実使用状態を模した耐久試験の実施が望まれており、2軸での試験はそのようなニ

ーズに応えることができます。 

また、垂直方向の最大荷重が大きくなり、現行機器に比べてより高精度となり、再現性に優れた試験が

実施可能となっています。 

 

３ 本事業により導入した設備 

疲労試験機 

本機器は、金属材料の開発や機械部品の品質管理において必須となる機器で金属材料の金属疲労

特性や機械部品の耐久性を調査することができます。 

 

［型式］ 

  (株)島津製作所 EHF-UV200kN-40L  

［主な仕様］ 

〇動的荷重容量   垂直方向：±200kN / 水平方向：±50kN 

〇ストローク量   垂直方向：±50mm / 水平方向：±50mm 

〇試験可能空間(最大)  X軸：±500mm / Y軸：±500mm / Z軸：0-1000mm 

 

 


